造の 下端が ガラスの ボ— ル • ソケット. ジョイントに 

な つ ている の を 見た ときに も胆を 冷やした ことで あつ 

のうび 

た。 しかし 日本で は 濃 尾 震災の 刺戟に よって 設立され 

た 震災 予防 調査 会に おける 諸 学者の 熱心な 研究に よつ 

て、 日本に 相当した 耐震 建築 法が 設定され、 それが 関 

東 震災の 体験に よって 更に 一 層の 進歩 を 遂げた。 その 

結果と して 得られた 規準に 従って 作られた 家 は 耐震 的 

であると 同時に また 耐風 的で あると いう こと は、 今度 

の大阪 における 木造 小学校 建築物 被害の 調査から も 実 

証され た。 すなわち、 昭和 四 年 三月 以後に 建てられた 

小学校 は 皆 この 規準に 従って 建てられた ものであるが、 



いたと 記憶す るが、 このような 区別 を 生じた 原因の 中 

に は 颱風 や 地震の ような ものの 存否が かな リ 重大な 因 

子 をな している かもしれ ない ので ある。 

颱風の 災害 を 軽減す るに はこれ に関する 国民 一 般の 

知識の 程度 を 高める ことが 必要で あると 思われる が、 

現在のところで はこの 知識の 平均 水準 は 極めて 低い よ 

うで ある。 例えば 低気圧と いう 言葉の 意味 すらよ く 呑 

込めて いない 人が 立派な 教養 を 受けた はずの いわゆる 

知識階級 にも 存外に 多い のに 驚かされる ことがある。 

颱風 中心の 進行 速 S と、 風の 速せ K と を 間違えて 平気で 



り 物が 飛行す る、 それ を 「ひだつ (火 竜？)」 と 名 づけ 

ると いう 話であった。 これ も 何 かの 錯覚で あるか どう 

か 信用の 出来る 資料が ないから 不明で ある。 しかし 自 

分の 経験に よると、 暴風の 夜に かすかな 空 明りに 照ら 

された 木立 を 見て いると 烈風の かたまりが 吹きつける 

瞬間に 樹の 葉が ， J と) J とく 裏返 つて 白つ ぼく 見え る の 

で、 その 辺が 一 体に 明るくなる ような 気の する ことが 

ある。 そんな 現象が あるいは 光り物と 誤認され る こと 

がない とも 限らない。 尤も 『土 佐 古今の 地震』 という 

てらいし まさみち 

書物に、 著者 寺 石 正路 氏が 明治 三十 二 年の 颱風の 際に 

ひのこ 

見た 光り物の 記載に は 「火事場の 火 粉の 如き もの 無数 



が 第 一 着の 仕事で ある。 

軍艦 飛行機 を 造る のが 国防で あると 同じように、 こ 

のよう な 観測網の 設置 も 日本に とつ て はや はり 国防の 

第 一 義 であるかと 思われる ので ある。 

(昭和 十 年 二月 『思想』) 
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